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土砂災害警戒情報が発表されていなくても、ふだんと異なる状況「土砂災害の前兆」に気づいた場合
には、直ちに周りの人と安全な場所へ避難しましょう。また、日ごろから危険箇所や避難場所・避難経
路を確認しておくことも重要です。

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。 
　ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

山腹・川底の石や土砂が長雨や集
中豪雨などによって一気に下流へ
と押し流されることをいいます。
その流れの速さは、規模によって
異なりますが、時速 20 〜 40km
という速度で一瞬のうちに人家や
畑などを壊滅させてしまいます。
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・異常な山鳴り・地鳴りがする
・山の樹木がザワザワと騒ぐ
・山の裂ける音がする
・腐った土のにおいがする
・流木が混じる

斜面の一部あるいは全部が、地下
水の影響と重力によってゆっくり
と斜面下方に移動する現象のこと
をいいます。
地すべりは動く範囲が広いため、
甚大な被害を及ぼします。また一
旦動き出すと、これを完全に停止
させることは非常に困難です。
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地すべり発生

池が濁る

ひびわれ・段差ができる

水が噴出する

木の騒ぐ音・
裂ける音がする

道路などに
ひびわれ

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗
力を弱め、雨や地震などの影響に
よって急激に斜面が崩れ落ちるこ
とをいいます。
がけ崩れは突然起きるため、人家
の近くで起きると逃げ遅れる人も
多く、被害者の割合も高くなって
います。

がけ崩れ発生

小石が落ちる

木が倒れる

ひびわれが入る
わき水の量
が増える

土砂災害警戒区域を確認しておきましょう！
○ 土砂災害警戒区域は、「土砂

災害が発生した場合、住民の
生命又は身体に危害が生じ
るおそれのある区域」です。

○ 土砂災害特別警戒区域は、
「建築物に損壊が生じ、住民
に著しい危害が生じるおそ
れがある区域」です。

土砂災害警戒区域等にお住まい
の方は、大雨のときには警戒避
難が必要となる可能性がありま
すので、避難勧告などの連絡に
も注意してください。
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